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オペレータの都合

お
客
様
の
利
便
性

NGN構築の目的

固定電話のIP化 安価なネットワークを
(CapEx, OpExの削減）

FMC (固定・移動融合）
どこでも使える電話
（電話を超えた）携帯電話の世界を広げる

トリプルプレイ（電話・インターネット・放送）
TV、電話、パソコンの複合サービス

ブロードバンド・ユビキタス
TV会議、遠隔医療、RFIDタグによる物品管理　etc

電話を変える

多様なサービス

広がるサービス
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ＮＧＮ標準化団体の構図

ATISETSI
TISPAN

CJK NGN 
WG

ITU-T
FG-NGN
ITU-T

FG-NGN

　3GPP・3GPP2

EuropeEurope
AsiaAsia USAUSA

FG-NGN (Focus Group on NGN) ETSI (European Telecommunications Standards Institute), 
ATIS (Alliance for Telecommunications Industry Solutions) CJK (China, Japan, Korea)
TIA（Telecommunications Industry Association ） IETF (The Internet Engineering Task Force)

NGNの議論の中心
IMSの採用を提案
NGNの議論の中心
IMSの採用を提案

ITU-T会合の前段
としてアジアのコ
ンセンサスを図る

ITU-T会合の前段
としてアジアのコ
ンセンサスを図る

TISPANを支持
S/BC等の実装

促進に注力

TISPANを支持
S/BC等の実装

促進に注力

国際標準化として最
終的な議論を行なう
国際標準化として最
終的な議論を行なう

IETF

IMSの
作成元
IMSの
作成元

SIPの
規定元
SIPの
規定元

移動

インターネット
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ＮＧＮの基本構造

• 転送機能は、パケット型統合網を想定。
• 現在幅広く利用されているIPプロトコルが基本。

• サービス付与機能は、電話の基本・付加接続機能やWWW、ビデオ配信などのサービス固有機能を提供。
• 最初の検討対象は、IP電話やビデオチャット、TV会議を実現するセッション制御機能であり、SIPプロトコルが基

本。

• NGN分離モデルにより、装置の柔軟な配備、独立発展する最新技術への対応、多様なビジネスフォーメーショ
ンを可能としている。

NGN転送機能

NGNサービス付与機能

Telephone Services

Data Services (WWW, e-mail, etc)

Video Services (TV, movie, etc)

NGNの構造は、二つのストラタム（層・階級）により、サービス付与機能と転送機能に分離
した点が特徴的である

Internet Protocol
(IP)

Anything & Everything

Everything
(Any & All Network technologies)

(Any/All Applications
e.g. voice , data , video)

Scope
Of

“Internet”

“サービスストラタム“

“トランスポートストラタム“

（参考）ITU-T勧告Y.2011 次世代NWの一般原則と一般参照モデル
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NGNアーキテクチャの全体像

Other

networks

他網

NW
アクセス

機能

アクセス転送
機能

NW
エッジ
機能

コア転送機能
ゲート
ウェイ
機能

NASS

アクセス認証

アドレス配布
RACS

転送制御機能

IMS
サービス制御機能 ユーザプロファイル機能

アプリケーション機能 アプリケーション機能

サービス提供機能（プラットフォーム）
SDP

トランスポートストラタム

サービスストラタム

ユーザ
機能

UNI NNI

従来の IPによるネットワーク機能にRACS, IMS, SDP等の機能が検討されている
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“IMS”の生い立ち

（IP）パケ
ット網

既存3G
移動端末

3Gｱｸｾｽ

3G-AP3G-AP

音声
回線交換

網

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄPSTNPSTN

IMSのコンセプトを
「移動・固定統合All-IP網の

呼処理サーバ群仕様」に拡大

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の

オ
ー
ル
Ｉ
Ｐ
化
議
論

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の

オ
ー
ル
Ｉ
Ｐ
化
議
論

ア
ク
セ
ス
多
様
化
に

よ
る
移
動
固
定
融
合

ア
ク
セ
ス
多
様
化
に

よ
る
移
動
固
定
融
合

第三世代移動体網（現在） All-IP移動体網 移動・固定統合All-IP網

All-IPコア
ネットワーク

All-IP
移動端末

3Gｱｸｾｽ

3G-AP3G-AP

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄPSTNPSTN

IMS
All-IPコア

ネットワーク

3Gｱｸｾｽ
（数M）

3G-AP3G-AP

4Gｱｸｾｽ
（100M）

4G-AP4G-AP

3G端末 4G端末

ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ

WLANWLAN 固定固定

固定系端末

光
ﾒﾀﾙ

IMS

IMSは移動網のAll-IP化に伴って登場したサブシステムであり、これをアクセスに依
存しない形で適応することによってFMCの実現が促進される
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IMSの特徴(1)

RFC3261, RFC2617, RFC2976, RFC2833, RFC3262, RFC3311, RFC3320, 
RFC3323, RFC3325, RFC3326, RFC3315, RFC3485, RFC3486, RFC3581, 
RFC3310, RFC3966

RFC3265, RFC3515, RFC3420, 
RFC3680, RFC3428, RFC3841, 
RFC3892, RFC3891, RFC3911, 
RFC3840, RFC3861, RFC3903, 
RFC3857, RFC3856, RFC3842

RFC3327, RFC3608, RFC3319, 
RFC3329

RFC3313, RFC3388, RFC3556, 
RFC3312

RFC3455

QoSマルチメディア（音声付加サービス含む）

基本呼

ローミング

IMSでのサポートプロトコル

IMSはSIP及びその関連プロトコルを用いて、「電話の基本サービス」、「マルチメディア
サービス」、「QoS」、「ローミング」を実現した点が特徴的がある
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IMSの特徴(2)

電話番号やメールアドレスとは別に設定された個人ID（認証用 ID）とアクセス認証とは
別に行なわれるサービスレベル認証により多様なアプリケーションが実現可能

認証用ID 通信用ID

ISIM
カード

Service Profile A

Service Profile B

abcd@ims.co.jp

sip:murakami@ims.co.jp

sip:tachi@ims.co.jp

tel:+81 3 1234 5678
例

プライベート用

仕事用

仕事用

Private User ID

Public User ID(2)

Public User ID(3)

NW
アクセス

機能

アクセス転送
機能

NW
エッジ
機能

コア転送機能

NASS

Public User ID(1)

アクセス認証
IMS

S-CSCF
サービスレベル認証 アプリケーション

Ｅコマース
“オサイフ

携帯”
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IMSの特徴(3)

プロキシ
ＣＳＣＦ

プロキシ
ＣＳＣＦ

サービング
ＣＳＣＦ

サービング
ＣＳＣＦ

プロキシ
ＣＳＣＦ

プロキシ
ＣＳＣＦ

サービング
ＣＳＣＦ

サービング
ＣＳＣＦ

A在圏網(例:香港)

A ホーム網
(例:ロンドン)

B ホーム網
(例:ニューヨーク)

B在圏網(例:東京)

HSS-1 HSS-2

IP バックボーン

制御信号

音声や画像などの

メディア

サービングCSCFとプロキシCSCFで「ホーム」と「在圏」、HSSで「ホームロケーション」を

管理することによって、ネットワークローミング機能を実現している
＊CSCF(Call Session Control Function)はSIPサーバ相当

A B
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受付制御と経路制御

IP網の場合、
宛先に向かった最短経路で

パケットは転送される。

宛先を制御すれば
パケットは最短経路以外に

簡単に誘導される。

BA
A=>B

B

b

A

A=>b
A=>B

・セッション制御と連動してIPアドレスを書
き換えることにより、転送ルートを簡単に
誘導できる。SIPとNATの連携が発生。

• 音声パケットの優先転送は当たり前。
• 過度に音声通信を設定しないこと／さ

せないことが重要。

従来の回線交換
タイムスロットがなければ

通信は設定されない。

IPパケット交換
はっきりした

受付制御はない。

受付

受付

（代理）

?
受付
制御

受付
制御

経路
制御

経路
制御

RACS
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リソース受付制御(RACS)

RACS (Resource and Admission Control Subsystem) は安定したマルチメディア通
信を実現するためのリソース受付制御と、NAT/FW制御を組み合わせた機能を有す

他網他網

ユーザ

ユーザ
プロファイル

転送機能

RAC機能RACRAC機能機能

サービス制御機能

? Yes/No

判断

パケットの遮断、分類、印づけ、流量管理
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Web world

サービス提供プラットフォーム(SDP)

SIPサーバ
(S-CSCF)

IMS
HSS

SDP

電話系サービス
電話系Web

ベースサービス

放送系サーバ

アプリケーションサーバの共通機能をプラットフォーム化したものとして、SDP (Service 
Delivery Platform)の検討が進められている。SDPは、Telecom DomainとInternet 
Domainをつなぐ役割を担い、通信系サービスとWeb系サービス、更には放送サービ
スの連携を促進する

APLAPL

Webアプリケーションサー
バ

APLAPL
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多彩なアプリケーションサービス

SIPサーバ
(S-CSCF)

IMS
HSS

SDP

SDPは、共用機能を括り出しアプリケーション開発者への負担を軽減する、ユーザ情報
の一元管理でお客様情報の安全性を確保するとともに、電話系サービス、Web系サー
ビス、放送系サービスを連携した多彩なサービスの提供を促進するものである

電話系サービス Web系サービス 放送系サービス

ユーザ管理 課金 認証 決済 サービス分析ユーザ
プロファイル

機能の共用化
ユーザ情報の一元管理

サービス間のシナジー効果
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電話網の更改

マルチメディア

FMC

電話のIP化のパターン

電話の IP化に際して、サービス置換えには、PSTN/ISDN emulationとPSTN/ISDN 
simulationの二種類定義されており、前者は電話サービスの完全再現を指向し、後者
は新しい電話サービス（マルチメディア対応、FMC等）への拡張を指向している

PSTN/ISDN
emulation

PSTN/ISDN
simulation

電話と全く同一サービス
同一ユーザインタフェース

電話と同様なサービス
マルチメディアの拡張も含む

電話網の更改

マルチメディア

FMC

IMSベース

IMSベース

Call Server 方式 既存
サービス

重視

FMC
推進

定義 実現パターン
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BGW

AGCF

PSTN
Call

Server

MGCF

BGCF

IMS

Call
Divert

APL server

PSTN/ISDN
simulation

APL server

Multimedia
….

IP Transport

TGW

DSLAM+AGW

ZZ

I/S-CSCF
HSS

P-CSCF

アナログ

SIP

既存電話サービス保持型・例

Call Serverでemulationを行ない既存サービスの完全再現を狙う。
Simulationはブロードバンドサービスの位置づけであるが、電話とのインターワーキン
グは転送（Call Divert）によって実現する。

PSTN

Other
IP

Network
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BGW

FMC推進型・例

MGCF

BGCF

IMS

APL server

PSTN/ISDN
simulation

APL server

Multimedia
….

IP Transport

TGW

DSLAM+AGW

ZZ

I/S-CSCF
HSS

P-CSCF

アナログ

SIP

PSTN/ISDN emulationをIMSのAPLサーバとして実現し、固定電話サービスと移動
体サービスの融合を目指す。
既存電話サービスからブロードバンドサービスへのシフトを狙う。

PSTN

Other
IP

Network

APL server

PSTN/ISDN
emulation

AGCF
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世界のNGNとIMS(1)

PSTN IP
IMS

Call Server

完全置換え

電話

電話 BBサービス

PSTN IMS

IP

emulation

移動網

移動網

サービス共用移行

統合

電話交換機の更改を優先するパターン

移動体とのサービス共用
を優先するパターン

アナログインターフェース活用とソフトスイッチ
(Call Server)で電話交換機更改を遂行、BBサ
ービスやIMSの採用はその次の課題

交換機更改は徐々に、移動体との
サービス共用のためにIMSベース

競争よりも設備更改が深刻

競争重視、固定・移動のシナジーを
最大限に生かす
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PSTN
IP

電話

移動網

サービス共用

移行

ATM

一部SoftSwitch導入

IMS
Call Server

トリプルプレイ

PSTN

電話

IP

IMS

サービス共用

移動網

Call Server移行

トリプルプレイの提供を優先
するパターン

ブロードバンドサービスの推進を
優先するパターン

当初は交換機の更改を進めていたが、ト
リプルプレイのための光化、All IP化に方
針展開そのためIM S採用の方向

電話更改よりもBBサービス促進を優先、
そのためIMSを採用する

競争対抗を最優先

ブロードバンド市場への力点シフト
及びそこでの競争対抗

世界のNGNとIMS(2)
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PSTN

電話

IP

IMS

サービス共用

移動網

移行

PSTN

電話

IP

Call Server

電話
BBサービス

ユーザ拡大

光化・電話移行

電話の需要吸収を優先するパターン

光化・BB&Uを睨んだ電話の IP化
を行なうパターン

電話ユーザは拡大傾向であり、将来を考えて
IP化の方向、但し、IMSに対しては懐疑的
（FMCの優先度は低い）であり、現時点は
ソフトスイッチ(Call Server型)を強く推進

光化と電話のIP化を同時推進、BB&U のサービス
拡大、FMC、トリプルプレイの推進のためにIMSを
採用方針

世界のNGNとIMS(3)


